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６ 「人と比較して食べる速度が速い人の
割合」

男性：46.8％
女性：35.3％

男性：38.5％
女性：29.9％

令和６年度会議で決定 P25

１１「地域等で共食している人の割合」 令和6年１１月把握 本会議で決定
令和５年度国民健康・
栄養調査を参考とする

P27

１８「栄養教諭等と連携して食に関する指
導を実施している小・中学校の数
（割合）」

令和５年度
小学校 ：97％
中学校 ：81％
特別支援学校：100％

増加 令和６年度会議で共有 P32

２６「学校給食で郷土料理や伝統料理を月
に1回以上提供する市町村の数」

令和６年3月
２０/３９市町村

増加 令和６年度会議で共有 P35

３５「災害時の非常用食料等を備蓄してい
る人の割合」

令和7年度なら健康長
寿基礎調査で把握予定

R８年度設定 現時点で未把握 P40

1

指標の設定について（追加分）

計画策定時に現状値等が未把握の５指標について
（計画書P41～P42）
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３５ 災害時の非常用食料等を備蓄している人の割合

問５．あなたの世帯は災害時に備えて非常用の食料を用意していますか。

１．あり ２．いいえ

問５-１． 非常用の食料は、世帯人数分として何日分を想定して用意していますか。
日数を右づめで記入してください。

「１．あり」と答えた方にお聞きします。

日分

令和７年度なら健康長寿基礎調査での質問項目案について

アンケート結果をもとに令和８年度
食育推進会議で、令和１１年度目標
値を設定します

参考：令和元年度国民健康・栄養調査から

令和元年国民健康・栄養調査結果の概要より抜粋

近畿Ⅱ：奈良県、和歌山県、滋賀県
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１１ 地域等で共食している人の割合

基本方針1 健康寿命の延伸にむけた食育
（２）高齢者の健康づくり③フレイル・低栄養予防の推進

※1

※1なら健康長寿基礎調査の問４「あなたは、お住まいの地域（職場・学校を除く）において
誰かと一緒に食事をすることはどのくらいありますか。「1．週1回程度」「2．月1回程度」
「3．3か月に1回程度」「4．6か月に1回程度」「5．年に1回程度」「6．ほとんどない」の
うち、
（ア）地域の人 （イ）友人・知人 のいずれかで「1．週1回程度」～「5．年に1回程
度」を選んだ人の割合

令和６年度奈良県食育推進会議で共有した現状値

現状値：67.3％（令和6年度食育推進会議資料）

国の目標達成に向けた改善計画：1.22ポイント/年（令和14年度まで）
→奈良県では4.9ポイント（≒1.22×4） /4年 の増加を目標とする

令和５年度国民健康・栄養調査 現状値：19.0％
健康日本21（第三次） 目標値：30.0％（令和14年度）

健康日本21（第三次）の指標

評価指標 現状値 目標値 目標値の考え方

地域等で共食している者の割合 26.6％
(R5)

31.9％
(R10)

国の指標と同様に「地域等で共食している者の
割合」を、「地域」での共食頻度が「年1回以
上」と回答した者の割合とし、目標値を国の進
捗に合わせ、31.9％（令和11年度※2）とする。

◆評価指標（案）

健康日本21（第三次）では、「地域等で共食している者の割合」を「地域」での共食頻度が「年
１回以上」と回答した者の割合としている
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※なら健康長寿基礎調査
※2：評価年度

（19.0％）


